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国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
条
」
を
「
第
二
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
第
二
項
中
「
か
ら
第
五
条
ま
で
」
を
「
及
び
第
六
条
の
五
」
に
、
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
二
章
中
第
三
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
一
般
の
退
職
手
当
）

第
二
条
の
三

退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
額
は
、
次
条
か
ら
第
六
条
の
三
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当

の
基
本
額
に
、
第
六
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
調
整
額
を
加
え
て
得
た
額
と
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
自
己
の
都
合
に
よ
る
退
職
等
の
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第

五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
五
条
」
に
、
「
退
職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
二
十
年
」
を
「
十
五
年
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
二
十
一
年
以
上
二
十
四
年
」
を
「
十
六
年
以
上
二
十
年
」
に
、

「
百
分
の
百
二
十
」
を
「
百
分
の
百
六
十
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

二
十
一
年
以
上
二
十
五
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
つ
き
百
分
の
二
百
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五

二
十
六
年
以
上
三
十
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
つ
き
百
分
の
百
六
十

六

三
十
一
年
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
つ
き
百
分
の
百
二
十

第
三
条
第
二
項
中
「
退
職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
、
「
掲
げ
る
割
合
」
を
「
定
め
る
割
合
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
五
年
」
を
「
十
年
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
六
年
以
上
十
年
」
を
「
十
一
年
以
上
十
五
年
」
に
、
「
百

分
の
七
十
五
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
一
年
」
を
「
十
六
年
」
に
、
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分

の
九
十
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を
「
（
十
一
年
以
上
二
十
五
年
未
満
勤
続
後
の
定
年
退
職
等
の
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
）
」
に
改
め

、
同
条
第
一
項
中
「
二
十
五
年
以
上
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
（
次
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

、
二
十
年
」
を
「
十
一
年
」
に
改
め
、
「
退
職
し
た
者
又
は
」
の
下
に
「
二
十
五
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
、
」
を
加
え
、
「
退

職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
改
め
、
「
俸
給
月
額
」
の
下
に
「
（
以
下
「
退
職
日
俸
給
月
額
」
と
い
う
。
）

」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
年
」
を
「
十
五
年
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
二
十
一
年
以
上
三
十
年
」
を
「
十
六
年

以
上
二
十
四
年
」
に
、
「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
二
百
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
二
十
年

」
を
「
十
一
年
」
に
、
「
退
職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
改
め
る
。
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第
五
条
の
見
出
し
中
「
退
職
手
当
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
生
ず
る
こ
と
に
よ
り
退
職
し

た
者
」
の
下
に
「
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
、
「
退
職
し
た
者
又
は
」
の
下
に
「
二
十
五
年
以
上
勤
続
し
、
」
を
加
え
、
「

退
職
手
当
の
額
は
、
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
俸
給
月
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
退
職
日
俸
給
月
額
」
に
改
め

、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
年
」
を
「
二
十
五
年
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
二
十
一
年
以
上
三
十
年
」
を
「
二
十
六
年
以
上

三
十
四
年
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
三
十
一
年
」
を
「
三
十
五
年
」
に
、
「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
百
五
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
退
職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
る
。

第
五
条
の
二
の
見
出
し
中
「
退
職
手
当
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
改
め
、
同
条
中
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す

る
者
（
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
俸
給
月
額
」
を
「
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
（
退
職
日
俸
給
月
額
」
に
改
め
、
「

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
」
を
加
え
、
「
同
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
俸
給
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
俸
給
月
額
及
び
当
該
俸
給
月
額
に
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ

て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
一
年
に
つ
き
当
該
俸
給
月
額
に

応
じ
て
百
分
の
二
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
」
と
す
る
」
を
「
同
項
及
び
前
条

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
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下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
表
を
加
え
る
。

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
五
条
第
一
項

退
職
日
俸
給
月
額

退
職
日
俸
給
月
額
及
び
退
職
日
俸
給
月
額
に
退
職
の
日
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に

お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
一
年
に
つ

き
退
職
日
俸
給
月
額
に
応
じ
て
百
分
の
二
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

第
五
条
の
二
第
一
項
第

及
び
特
定
減
額
前
俸
給
月
額

並
び
に
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
及
び
特
定
減
額
前
俸
給
月
額

一
号

に
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定

年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す

る
年
数
一
年
に
つ
き
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
応
じ
て
百
分

の
二
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て

得
た
額
の
合
計
額
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第
五
条
の
二
第
一
項
第

退
職
日
俸
給
月
額
に
、

退
職
日
俸
給
月
額
及
び
退
職
日
俸
給
月
額
に
退
職
の
日
に
お

二
号

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に

お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
一
年
に
つ

き
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
応
じ
て
百
分
の
二
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

に
、

第
五
条
の
二
第
一
項
第

前
号
に
掲
げ
る
額

そ
の
者
が
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
係
る
減
額
日
の
う
ち
最

二
号
ロ

も
遅
い
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一
の
理
由
に

よ
り
退
職
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
同
日
ま
で
の

勤
続
期
間
及
び
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
を
基
礎
と
し
て
、
前

三
条
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額

に
相
当
す
る
額

第
五
条
の
二
を
第
五
条
の
三
と
し
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
俸
給
月
額
の
減
額
改
定
以
外
の
理
由
に
よ
り
俸
給
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る

特
例
）

第
五
条
の
二

退
職
し
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
に
、
俸
給
月
額
の
減
額
改
定
（
俸
給
月
額
の
改
定
を
す
る
法
令
が
制
定
さ
れ

、
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
給
与
準
則
若
し
く
は
給
与
の
支
給
の
基
準
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
令
又
は
給
与
準

則
若
し
く
は
給
与
の
支
給
の
基
準
に
よ
る
改
定
に
よ
り
当
該
改
定
前
に
受
け
て
い
た
俸
給
月
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
理
由
に
よ
り
そ
の
者
の
俸
給
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
理
由
が
生

じ
た
日
（
以
下
「
減
額
日
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
当
該
理
由
に
よ
り
減
額
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
と
し
た
場
合
の
そ
の
者
の

俸
給
月
額
の
う
ち
最
も
多
い
も
の
（
以
下
「
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
」
と
い
う
。
）
が
、
退
職
日
俸
給
月
額
よ
り
も
多
い
と

き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
前
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と

す
る
。

一

そ
の
者
が
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
係
る
減
額
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一
の
理
由

に
よ
り
退
職
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
同
日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
を
基
礎
と
し
て
、

前
三
条
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
に
相
当
す
る
額
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二

退
職
日
俸
給
月
額
に
、
イ
に
掲
げ
る
割
合
か
ら
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

イ

そ
の
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
が
前
三
条
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る

当
該
退
職
手
当
の
基
本
額
の
退
職
日
俸
給
月
額
に
対
す
る
割
合

ロ

前
号
に
掲
げ
る
額
の
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
対
す
る
割
合

２

前
項
の
「
基
礎
在
職
期
間
」
と
は
、
そ
の
者
に
係
る
退
職
（
第
七
条
の
二
第
四
項
、
第
七
条
の
三
第
四
項
、
第
八
条
第
三

項
又
は
第
十
三
条
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
日
以
前
の
期
間
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
在
職
期
間
に
該

当
す
る
も
の
（
当
該
期
間
中
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
又
は
地
方
公
務
員
、
第
七
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
公
庫
等
職
員
（
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
公

庫
等
職
員
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
独

立
行
政
法
人
等
役
員
と
し
て
退
職
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
手
当
（
こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
を
含
む
。
）
の
支
給
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
支
給
に
係
る
退
職
の
日
以
前
の
期
間
及
び
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
又
は
こ
れ

に
準
ず
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
退
職
の
日
以
前
の
期
間
（
こ

れ
ら
の
退
職
の
日
に
職
員
、
地
方
公
務
員
、
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
公
庫
等
職
員
又
は
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
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定
す
る
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
退
職
の
日
前
の
期
間
）
を
除
く
。
）
を
い
う
。

一

職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間

二

第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
に
含
む
も
の
と
さ
れ
た
地
方
公
務
員
と
し
て
の

引
き
続
い
た
在
職
期
間

三

第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
再
び
職
員
と
な
つ
た
者
の
同
項
に
規
定
す
る
公
庫
等
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在

職
期
間

四

第
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
公
庫
等
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間

五

第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
再
び
職
員
と
な
つ
た
者
の
同
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
し
て
の
引
き

続
い
た
在
職
期
間

六

第
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間

七

前
各
号
に
掲
げ
る
期
間
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
在
職
期
間

第
六
条
の
見
出
し
中
「
退
職
手
当
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
改
め
、
同
条
中
「
前
条
」
を
「
第
五
条
」
に
、
「
退
職

手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
、
「
、
職
員
の
退
職
の
日
に
お
け
る
俸
給
月
額
」
を
「
退
職
日
俸
給
月
額
」
に
改
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め
、
同
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

第
六
条
の
二

第
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
基
本
額
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
同
項
第
二
号
ロ
に

掲
げ
る
割
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
を
そ
の
者
の
退
職
手
当
の
基
本
額
と
す
る
。

一

六
十
以
上

特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
六
十
を
乗
じ
て
得
た
額

二

六
十
未
満

特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
第
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
退
職
日

俸
給
月
額
に
六
十
か
ら
当
該
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

第
六
条
の
三

第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
前
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
六
条

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で

前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
五
条

退
職
日
俸
給
月
額

退
職
日
俸
給
月
額
及
び
退
職
日
俸
給
月
額
に
退
職
の
日
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
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お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
一
年
に
つ

き
退
職
日
俸
給
月
額
に
応
じ
て
百
分
の
二
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

こ
れ
ら
の

前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
五
条
の

第
六
条
の
二

第
五
条
の
二
第
一
項
の

第
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
五
条

の
二
第
一
項
の

同
項
第
二
号
ロ

第
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
項
第

二
号
ロ

同
項
の

同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
項
の

第
六
条
の
二
第
一
号

特
定
減
額
前
俸
給
月
額

特
定
減
額
前
俸
給
月
額
及
び
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
退
職

の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退

職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数

一
年
に
つ
き
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
応
じ
て
百
分
の
二
を
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超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

の
合
計
額

第
六
条
の
二
第
二
号

特
定
減
額
前
俸
給
月
額

特
定
減
額
前
俸
給
月
額
及
び
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
退
職

の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退

職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数

一
年
に
つ
き
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
応
じ
て
百
分
の
二
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

の
合
計
額

第
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号

第
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
五
条

ロ

の
二
第
一
項
第
二
号
ロ

及
び
退
職
日
俸
給
月
額

並
び
に
退
職
日
俸
給
月
額
及
び
退
職
日
俸
給
月
額
に
退
職
の

日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職

の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
一
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年
に
つ
き
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
に
応
じ
て
百
分
の
二
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の

合
計
額

当
該
割
合

当
該
第
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同

号
ロ
に
掲
げ
る
割
合

（
退
職
手
当
の
調
整
額
）

第
六
条
の
四

退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
調
整
額
は
、
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
（
第
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す

る
基
礎
在
職
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
初
日
の
属
す
る
月
か
ら
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
ま
で

の
各
月
（
国
家
公
務
員
法
第
七
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
休
職
（
公
務
上
の
傷
病
に
よ
る
休
職
、
通
勤
に
よ
る
傷
病
に
よ
る
休

職
、
職
員
を
政
令
で
定
め
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
業
務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
の
休
職
及
び
当
該
休
職
以
外
の
休
職
で
あ
つ

て
職
員
を
当
該
職
員
の
職
務
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
学
術
研
究
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
の
も
の

で
当
該
業
務
へ
の
従
事
が
公
務
の
能
率
的
な
運
営
に
特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
を
除
く

。
）
、
同
法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
停
職
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
由
に
よ
り
現
実
に
職
務
を
と
る
こ
と
を
要
し
な
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い
期
間
の
あ
る
月
（
現
実
に
職
務
を
と
る
こ
と
を
要
す
る
日
の
あ
つ
た
月
を
除
く
。
以
下
「
休
職
月
等
」
と
い
う
。
）
の
う

ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
ご
と
に
当
該
各
月
に
そ
の
者
が
属
し
て
い
た
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ

て
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
以
下
「
調
整
月
額
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
そ
の
額
が
最
も
多
い
も
の
か
ら
順
次
そ
の
順
位
を
付

し
、
そ
の
第
一
順
位
か
ら
第
六
十
順
位
ま
で
の
調
整
月
額
（
当
該
各
月
の
月
数
が
六
十
月
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
各

月
の
調
整
月
額
）
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。

一

第
一
号
区
分

七
万
九
千
二
百
円

二

第
二
号
区
分

六
万
二
千
五
百
円

三

第
三
号
区
分

五
万
四
千
百
五
十
円

四

第
四
号
区
分

五
万
円

五

第
五
号
区
分

四
万
五
千
八
百
五
十
円

六

第
六
号
区
分

四
万
千
七
百
円

七

第
七
号
区
分

三
万
三
千
三
百
五
十
円

八

第
八
号
区
分

二
万
五
千
円
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九

第
九
号
区
分

二
万
八
百
五
十
円

十

第
十
号
区
分

一
万
六
千
七
百
円

十
一

第
十
一
号
区
分

零

２

退
職
し
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
に
第
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
期
間
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お

け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
期
間
に
お
い
て
職
員
と
し
て

在
職
し
て
い
た
も
の
と
み
な
す
。

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
は
、
官
職
の
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の
級
、
階
級
そ
の
他
職
員
の
職
務
の
複
雑
、
困

難
及
び
責
任
の
度
に
関
す
る
事
項
を
考
慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る
。

４

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
調
整
額
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と

す
る
。

一

退
職
し
た
者
で
そ
の
勤
続
期
間
が
二
十
四
年
以
下
の
も
の
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

第
一
項
第

一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
あ
つ
て
は
当
該
各
号
に
定
め
る
額
、
同
項
第
十
号
に
掲

げ
る
職
員
の
区
分
に
あ
つ
て
は
零
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
額
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二

退
職
し
た
者
で
そ
の
勤
続
期
間
が
四
年
以
下
の
も
の
及
び
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
傷
病
又
は
死
亡
に
よ
ら
ず
に
そ

の
者
の
都
合
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
該
当
す
る
者
で
そ
の
勤
続
期
間
が
十
年
以
上
二
十
四
年
以
下
の
も
の
（
次
号
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。
）

前
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

三

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
基
本
額
の
百
分
の
六

に
相
当
す
る
額

イ

退
職
日
俸
給
月
額
が
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
指
定
職
俸
給
表
八
号
俸
の
額
に
相
当
す
る
額
を
超
え

る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

ロ

そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
が
す
べ
て
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二

号
）
第
一
条
各
号
（
第
七
十
三
号
及
び
第
七
十
四
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
特
別
職
の
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
で
あ

る
者

５

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
調
整
月
額
の
う
ち
に
そ
の
額
が
等
し
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
調
整
月
額
に
順

位
を
付
す
方
法
そ
の
他
の
本
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
調
整
額
の
計
算
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
一
般
の
退
職
手
当
の
額
に
係
る
特
例
）
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第
六
条
の
五

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
退
職
手
当
の
額
が
退
職

の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
基
本
給
月
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
第
二
条
の
三

、
第
五
条
、
第
五
条
の
二
及
び
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
を
そ
の
者
の
退
職
手
当
の
額
と
す
る
。

一

勤
続
期
間
一
年
未
満
の
者

百
分
の
二
百
七
十

二

勤
続
期
間
一
年
以
上
二
年
未
満
の
者

百
分
の
三
百
六
十

三

勤
続
期
間
二
年
以
上
三
年
未
満
の
者

百
分
の
四
百
五
十

四

勤
続
期
間
三
年
以
上
の
者

百
分
の
五
百
四
十

２

前
項
の
「
基
本
給
月
額
」
と
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
一
般
職
の
職

員
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
同
法
に
規
定
す
る
俸
給
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
研

究
員
調
整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
い
い
、
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
一
般
職
の
職
員
の
基
本
給
月
額
に
準
じ
て
政
令
で

定
め
る
額
を
い
う
。

第
七
条
第
三
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
国
家
公
務
員
法
第
七
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

休
職
（
公
務
上
の
傷
病
に
よ
る
休
職
、
通
勤
に
よ
る
傷
病
に
よ
る
休
職
及
び
職
員
を
政
令
で
定
め
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
業
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務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
の
休
職
を
除
く
。
）
、
同
法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
停
職
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
由
に
よ
り

現
実
に
職
務
を
と
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
の
あ
る
月
（
現
実
に
職
務
を
と
る
こ
と
を
要
す
る
日
の
あ
つ
た
月
を
除
く
。
）
」

を
「
休
職
月
等
」
に
、
「
同
法
第
百
八
条
の
六
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
国
家
公
務
員
法
第
百
八
条
の
六
第
一
項
た
だ
し
書
」

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
四
項
」
を
「
前
各
項
」
に
、
「
準
用
す
る
外
」
を
「
準
用
す
る
ほ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項

中
「
前
五
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項

」
に
、
「
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
」
を
「
規
定
に
よ
り
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
条
第
三
項
又

は
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
前
条
又
は
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
規
定
に
よ
る
」
を
「
規
定

に
よ
り
」
に
、
「
前
七
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
第
五
項
中
「
前
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め

る
。第

八
条
第
一
項
中
「
支
給
し
な
い
」
を
「
、
支
給
し
な
い
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

２

一
般
の
退
職
手
当
の
う
ち
、
第
六
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
調
整
額
に
相
当
す
る
部
分
は
、
次
の
各
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号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
は
、
支
給
し
な
い
。

一

第
三
条
第
一
項
及
び
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
基
本
額
が
零
で
あ
る
者
並
び
に
第
三
条
第
二

項
に
規
定
す
る
傷
病
又
は
死
亡
に
よ
ら
ず
に
そ
の
者
の
都
合
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
該
当
す
る
者
で
そ
の
勤
続
期
間
が
九

年
以
下
の
も
の
（
第
六
条
の
四
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二

そ
の
者
の
非
違
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の

第
十
条
第
一
項
中
「
。
次
項
」
を
「
。
次
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
に
規
定
す
る
退
職
の
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
の
期
間
」
を
「
支
給
期
間
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
在
職
期
間
（
そ
の
退
職
手
当
の
支
給
の
基
礎
と
な
る
期
間
を
い
う
。
次
条
及
び
第
十
二
条
の
三
第
一

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
基
礎
在
職
期
間
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
二
条
の
三
第
一
項
中
「
在
職
期
間
」
を
「
基
礎
在
職
期
間
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
項
中
「
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
」
を
「
第
二
条
の
三
及
び
第
六
条
の
五
」
に
、
「
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
」

を
「
第
二
条
の
三
か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
項
中
「
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
」
を
「
第
二
条
の
三
及
び
第
六
条
の
五
」
に
改
め
る
。
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附
則
第
二
十
一
項
中
「
退
職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
、
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
五
条
の
三
」
に
改
め

る
。附

則
第
二
十
二
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
三
条
第
一
項
」
に
、
「
退
職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
三
項
中
「
退
職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

退
職
し
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
に
俸
給
月
額
の
減
額
改
定
（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
行
わ
れ
た
俸
給
月
額

24
の
減
額
改
定
で
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
そ
の
者
の
俸
給
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
者
の
減
額
後
の
俸
給
月
額
が
減
額
前
の
俸
給
月
額
に
達
し
な
い
場
合
に
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
支
給
す
る

こ
と
と
す
る
法
令
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
給
与
準
則
若
し
く
は
給
与
の
支
給
の
基
準
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
に
は
、
当
該
差
額
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
五
第
二
項
に
規
定

す
る
一
般
職
の
職
員
に
係
る
基
本
給
月
額
に
含
ま
れ
る
俸
給
の
月
額
及
び
同
項
に
規
定
す
る
そ
の
他
の
職
員
に
係
る
基
本
給

月
額
に
含
ま
れ
る
俸
給
月
額
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則
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（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

国
有
林
野
事
業
を
行
う
国
の
経
営
す
る
企
業
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
四
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
有
林
野
事
業
を
行
う
国
の
経
営
す
る
企
業
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平

成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
（
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日

」
と
い
う
。
）
以
後
に
特
定
独
立
行
政
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。

）
と
な
っ
た
も
の
そ
の
他
の
法
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
及
び
日
本
郵
政
公
社
（
以
下
「
国
営
企
業
等
」
と
総

称
す
る
。
）
の
職
員
の
退
職
に
よ
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
以

下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
国
営
企
業
等
ご
と
に
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
適
用
し
、
適
用
日
前
の
当
該
退
職
に
よ
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
は

、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

職
員
が
新
制
度
適
用
職
員
（
職
員
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
新
制
度
切
替
日
以
後
に
退
職
す
る
こ
と
に
よ
り
新
法
の
規
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定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

者
が
新
制
度
切
替
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一
の
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
同
日

ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
同
日
に
お
け
る
俸
給
月
額
を
基
礎
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法

（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
及
び
附
則
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
、
附
則
第
八
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
六
十

四
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
法
律
第
百
六
十
四
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
項
、
附
則
第
九
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
こ
の
条
及
び

次
条
に
お
い
て
「
法
律
第
三
十
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
六
十
二
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て
「
法
律
第
六
十
二
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
項
並
び
に
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
六
号
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
附
則
第
六

条
に
お
い
て
「
法
律
第
百
四
十
六
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
額
が
、
新
法
第
二

条
の
三
か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
及
び
附
則
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
、
附
則
第
五
条
、
附
則
第
六
条
、
附
則
第
八
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条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
律
第
百
六
十
四
号
附
則
第
三
項
、
附
則
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
律
第
三
十
号
附

則
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
律
第
六
十
二
号
附
則
第
四
項
並
び
に
附
則
第
十
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
律
第
百
四
十
六
号
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
額
（
以
下
「
新
法
等

退
職
手
当
額
」
と
い
う
。
）
よ
り
も
多
い
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
い
額
を
も
っ
て
そ
の
者
に
支

給
す
べ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
額
と
す
る
。

２

前
項
の
「
新
制
度
切
替
日
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
を
い
う
。

一

施
行
日
の
前
日
及
び
施
行
日
に
お
い
て
職
員
（
国
営
企
業
等
の
職
員
を
除
く
。
以
下
「
一
般
職
員
」
と
い
う
。
）
と
し

て
在
職
し
て
い
た
者

施
行
日

二

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
一
般
職
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
者
で
、
施
行
日
に
国
営
企
業
等
（
当
該
国
営
企
業
等
に
係

る
適
用
日
が
施
行
日
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
職
員
と
な
っ
た
も
の

施
行
日

三

国
営
企
業
等
の
い
ず
れ
か
に
係
る
適
用
日
の
前
日
及
び
適
用
日
に
お
い
て
当
該
国
営
企
業
等
の
職
員
と
し
て
在
職
し
て

い
た
者
（
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
（
新
法
第
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
基
礎
在
職
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
う
ち
当
該
適
用
日
前
の
期
間
に
、
新
制
度
適
用
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
が
含
ま
れ
な
い
者
に
限
る
。
）

当
該
国
営



- 23 -

企
業
等
に
係
る
適
用
日

四

国
営
企
業
等
の
職
員
と
し
て
在
職
し
た
後
、
施
行
日
以
後
に
引
き
続
い
て
一
般
職
員
と
な
っ
た
者
（
そ
の
者
の
基
礎
在

職
期
間
の
う
ち
当
該
一
般
職
員
と
な
っ
た
日
前
の
期
間
に
、
新
制
度
適
用
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
が
含
ま
れ
な
い
者
に

限
る
。
）

当
該
一
般
職
員
と
な
っ
た
日

五

国
営
企
業
等
の
職
員
と
し
て
在
職
し
た
後
、
引
き
続
い
て
他
の
国
営
企
業
等
の
職
員
と
な
っ
た
者
（
そ
の
者
の
基
礎
在

職
期
間
の
う
ち
当
該
他
の
国
営
企
業
等
の
職
員
と
な
っ
た
日
前
の
期
間
に
、
新
制
度
適
用
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
が
含

ま
れ
な
い
者
で
あ
っ
て
、
当
該
他
の
国
営
企
業
等
の
職
員
と
な
っ
た
日
が
当
該
他
の
国
営
企
業
等
に
係
る
適
用
日
以
後
で

あ
る
も
の
に
限
る
。
）

当
該
他
の
国
営
企
業
等
の
職
員
と
な
っ
た
日

六

職
員
と
し
て
在
職
し
た
後
、
施
行
日
以
後
に
引
き
続
い
て
地
方
公
務
員
又
は
新
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
公

庫
等
職
員
（
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
公
庫
等
職
員
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
若
し
く
は
新
法
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
な
っ
た
者
で
、
地
方
公
務
員
又
は
公

庫
等
職
員
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
し
て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
一
般
職
員
と
な
っ
た
も
の
（
そ
の
者
の
基

礎
在
職
期
間
の
う
ち
当
該
地
方
公
務
員
又
は
公
庫
等
職
員
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
な
っ
た
日
前
の
期
間
に
、
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新
制
度
適
用
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
が
含
ま
れ
な
い
者
に
限
る
。
）

当
該
地
方
公
務
員
又
は
公
庫
等
職
員
若
し
く
は

独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
な
っ
た
日

七

職
員
と
し
て
在
職
し
た
後
、
施
行
日
以
後
に
引
き
続
い
て
地
方
公
務
員
又
は
新
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
公

庫
等
職
員
若
し
く
は
新
法
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
な
っ
た
者
で
、
地
方
公
務
員
又
は

公
庫
等
職
員
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
し
て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
国
営
企
業
等
の
職
員
と
な
っ
た
も
の
（

そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
の
う
ち
当
該
地
方
公
務
員
又
は
公
庫
等
職
員
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
な
っ
た
日
前

の
期
間
に
、
新
制
度
適
用
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
が
含
ま
れ
な
い
者
で
あ
っ
て
、
当
該
国
営
企
業
等
の
職
員
と
な
っ
た

日
が
当
該
国
営
企
業
等
に
係
る
適
用
日
以
後
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

当
該
地
方
公
務
員
又
は
公
庫
等
職
員
若
し
く
は

独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
な
っ
た
日

八

施
行
日
の
前
日
に
地
方
公
務
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
者
又
は
施
行
日
の
前
日
に
新
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
公
庫
等
職
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
者
の
う
ち
職
員
か
ら
引
き
続
い
て
公
庫
等
職
員
と
な
っ
た
者
若
し
く
は
施
行
日
の

前
日
に
新
法
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
者
の
う
ち
職
員
か
ら
引
き

続
い
て
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
な
っ
た
者
で
、
地
方
公
務
員
又
は
公
庫
等
職
員
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
し
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て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
一
般
職
員
と
な
っ
た
も
の

施
行
日

九

施
行
日
の
前
日
に
地
方
公
務
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
者
又
は
施
行
日
の
前
日
に
新
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
公
庫
等
職
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
者
の
う
ち
職
員
か
ら
引
き
続
い
て
公
庫
等
職
員
と
な
っ
た
者
若
し
く
は
施
行
日
の

前
日
に
新
法
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
者
の
う
ち
職
員
か
ら
引
き

続
い
て
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
な
っ
た
者
で
、
地
方
公
務
員
又
は
公
庫
等
職
員
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
等
役
員
と
し

て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
国
営
企
業
等
の
職
員
と
な
っ
た
も
の
（
当
該
国
営
企
業
等
の
職
員
と
な
っ
た
日
が
当
該
国
営

企
業
等
に
係
る
適
用
日
以
後
で
あ
る
者
に
限
る
。
）

施
行
日

十

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

３

前
項
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
者
が
新
制
度
適
用
職
員
と
し
て
退
職
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
退
職
に
よ
る
退
職
手

当
に
つ
い
て
の
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
退
職
し
た
も
の
と
し
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
と
し
て
退
職

し
た
も
の
と
し
」
と
、
「
勤
続
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
勤
続
期
間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
期
間
」
と
、
「
俸
給
月
額
」

と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
」
と
す
る
。
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第
四
条

職
員
が
新
制
度
切
替
日
（
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
新
制
度
切
替
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
後
平
成
二
十
一
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
制
度
適
用
職
員
と
し
て
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
つ
い
て
の
新
法
等
退
職
手
当

額
が
そ
の
者
が
新
制
度
切
替
日
の
前
日
に
受
け
て
い
た
俸
給
月
額
を
退
職
の
日
の
俸
給
月
額
と
み
な
し
て
旧
法
第
三
条
か
ら

第
六
条
ま
で
及
び
附
則
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
、
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
律
第
百
六
十
四
号

附
則
第
三
項
、
附
則
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
律
第
三
十
号
附
則
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
附
則
第
十
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
法
律
第
六
十
二
号
附
則
第
四
項
並
び
に
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
律
第
百
四
十
六
号

附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
額
（
以
下
「
旧
法
等
退
職
手
当
額
」
と
い
う
。
）
よ
り
も
多
い
と
き
は

、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
法
等
退
職
手
当
額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
退
職
し
た
者
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号

に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
を
も
っ
て
そ
の
者
に
支
給
す
べ
き
退
職
手
当
の
額
と
す
る
。

一

退
職
し
た
者
で
そ
の
勤
続
期
間
が
二
十
五
年
以
上
の
も
の

次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
（
そ
の
少
な

い
額
が
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
十
万
円
）

イ

新
法
第
六
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
調
整
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る
額

ロ

新
法
等
退
職
手
当
額
か
ら
旧
法
等
退
職
手
当
額
を
控
除
し
た
額
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二

新
制
度
切
替
日
以
後
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
退
職
し
た
者
で
そ
の
勤
続
期
間
が
二
十
四
年
以
下
の
も

の

次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
（
そ
の
少
な
い
額
が
百
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
百
万
円
）

イ

新
法
第
六
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
調
整
額
の
百
分
の
七
十
に
相
当
す
る
額

ロ

新
法
等
退
職
手
当
額
か
ら
旧
法
等
退
職
手
当
額
を
控
除
し
た
額

三

平
成
十
九
年
四
月
一
日
以
後
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
退
職
し
た
者
で
そ
の
勤
続
期
間
が
二
十
四
年

以
下
の
も
の

次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
（
そ
の
少
な
い
額
が
五
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
十

万
円
）

イ

新
法
第
六
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
調
整
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
額

ロ

新
法
等
退
職
手
当
額
か
ら
旧
法
等
退
職
手
当
額
を
控
除
し
た
額

２

前
条
第
二
項
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
者
が
新
制
度
適
用
職
員
と
し
て
退
職
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
退
職
に
よ
る

退
職
手
当
に
つ
い
て
の
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
受
け
て
い
た
俸
給
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
受
け
て

い
た
俸
給
月
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
」
と
す
る
。

第
五
条

基
礎
在
職
期
間
の
初
日
が
新
制
度
切
替
日
前
で
あ
る
者
に
対
す
る
新
法
第
五
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
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同
条
第
一
項
中
「
基
礎
在
職
期
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
基
礎
在
職
期
間
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
十
五
号
）
附
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
新
制
度
切
替
日
以
後
の
期
間
に
限
る
。
）
」
と
す

る
。

２

新
制
度
適
用
職
員
と
し
て
退
職
し
た
者
で
、
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
の
う
ち
新
制
度
切
替
日
以
後
の
期
間
に
、
新
制
度

適
用
職
員
以
外
の
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
が
含
ま
れ
る
も
の
に
対
す
る
新
法
第
五
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

そ
の
者
が
当
該
新
制
度
適
用
職
員
以
外
の
職
員
と
し
て
受
け
た
俸
給
月
額
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
月
額
に
は
該

当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。

第
六
条

新
法
第
六
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
退
職
手
当
の
調
整
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
礎
在
職
期
間
の
初
日
が
平

成
八
年
四
月
一
日
前
で
あ
る
者
に
対
す
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
一
項

そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
（

平
成
八
年
四
月
一
日
以
後
の
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間

（

第
二
項

基
礎
在
職
期
間

平
成
八
年
四
月
一
日
以
後
の
基
礎
在
職
期
間
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第
四
項
第
三
号
ロ

そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間

平
成
八
年
四
月
一
日
以
後
の
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
で
あ
っ
た
者
に
対
す
る
新
法
第
六
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
と
し
て
の

在
職
期
間
は
、
同
条
第
四
項
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
特
別
職
の
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
と
み
な
す
。

一

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
四
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
。
以
下
「
特
別
職
給
与
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条

第
十
二
号
の
二
に
掲
げ
る
労
働
保
険
審
査
会
委
員

二

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一

年
法
律
第
四
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
職
給
与
法
第
一
条
第
十
三
号
の
五
の
二
に
掲
げ
る
行
政
改
革
委
員
会
の
常

勤
の
委
員

三

中
央
省
庁
等
改
革
の
た
め
の
国
の
行
政
組
織
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
号
）
に

よ
る
改
正
前
の
特
別
職
給
与
法
第
一
条
第
八
号
に
掲
げ
る
政
務
次
官

四

中
央
省
庁
等
改
革
関
係
法
施
行
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
職
給
与
法
第
一
条
第
十

三
号
の
二
に
掲
げ
る
原
子
力
委
員
会
の
常
勤
の
委
員
、
同
条
第
十
三
号
の
四
に
掲
げ
る
科
学
技
術
会
議
の
常
勤
の
議
員
及
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び
同
条
第
十
三
号
の
四
の
二
に
掲
げ
る
宇
宙
開
発
委
員
会
の
常
勤
の
委
員

五

航
空
事
故
調
査
委
員
会
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
特

別
職
給
与
法
第
一
条
第
十
三
号
の
六
に
掲
げ
る
航
空
事
故
調
査
委
員
会
の
委
員
長
及
び
常
勤
の
委
員
並
び
に
同
条
第
十
四

号
に
掲
げ
る
運
輸
審
議
会
委
員

六

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
五
年
法
律
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
職
給
与
法
第
一
条
第
十
三
号
の
五
の
二
に
掲
げ
る
情
報
公
開
審
査

会
の
常
勤
の
委
員

七

法
律
第
百
四
十
六
号
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
職
給
与
法
第
一
条
第
十
三
号
に
掲
げ
る
地
方
財
政
審
議
会
の
会
長

八

前
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
類
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
職
員

第
七
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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附
則
第
三
項
中
「
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
」
を
「
第
二
条
の
三
か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「

第
六
条
の
」
を
「
第
六
条
又
は
第
六
条
の
二
の
」
に
、
「
第
六
条
（
附
則
第
六
項
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
同
項
を
含

む
。
）
」
を
「
第
二
条
の
三
、
第
三
条
及
び
第
五
条
か
ら
第
六
条
の
四
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
五
項
中
「
（
傷
病
又
は
死
亡
に
よ
ら
ず
、
そ
の
者
の
都
合
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
係
る
退
職
手
当
に
関
す
る
部
分

を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
退
職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
、
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
五
条
の
三
」
に

改
め
る
。

附
則
第
六
項
中
「
第
四
条
（
」
を
「
第
三
条
第
一
項
（
」
に
、
「
退
職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
、
「

第
四
条
及
び
」
を
「
第
三
条
第
一
項
及
び
第
五
条
の
二
並
び
に
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
項
中
「
退
職
手
当
の
額
」
を
「
退
職
手
当
の
基
本
額
」
に
、
「
第
五
条
及
び
第
五
条
の
二
並
び
に
」
を
「
第
五

条
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
及
び
」
に
改
め
る
。
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附
則
第
八
項
中
「
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
」
を
「
第
二
条
の
三
か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
項
中
「
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
」
を
「
第
二
条
の
三
及
び
第
六
条
の
五
」
に
、
「
、
退
職
手
当
法
第
三
条

か
ら
第
六
条
ま
で
」
を
「
、
退
職
手
当
法
第
二
条
の
三
か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
条
か
ら

第
六
条
ま
で
」
を
「
第
二
条
の
三
か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
条

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
三
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
」
を
「
退
職
手
当
の
額
は
、
国

家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
退
職
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手
当
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
六
条
の
四
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
同
法
第
二
条
の
三
、
第
四
条
、

第
五
条
の
二
及
び
第
六
条
の
四
並
び
に
附
則
第
二
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
す
る
」
に
改
め
る
。

（
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
次
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
、
「
当
該
休
職
に
係
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
退
職

手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
七
条
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
」
を
「
研
究
施
設
研
究
教
育
職

員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
七
条
第
四
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
休
職
に
係
る
期
間
は
、
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
現
実
に
職
務
を
と
る
こ

と
を
要
し
な
い
期
間
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
」
に
改
め
る
。

（
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
六
項
第
二
号
中
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
、
第
五
条
の
二
及
び
第
六
条
の
五
」
に



- 34 -

改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
、
そ
の
者
の
同
法
第
七
条
の
勤
続
期
間
か
ら
未
受
給
期
間
を
除
算
し
た
期
間
に
つ
き
同
法
の
規
定

の
例
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
」
を
「
次
に
掲
げ
る
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

そ
の
者
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
七
条
の
勤
続
期
間
か
ら
未
受
給
期
間
を
除
算
し
た
期
間
に
つ
き
、
同
法
第
三

条
か
ら
第
六
条
の
三
ま
で
及
び
第
六
条
の
五
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額

二

そ
の
者
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
六
条
の
四
の
基
礎
在
職
期
間
の
う
ち
未
受
給
期
間
に
係
る
期
間
を
除
い
た
期

間
に
つ
き
、
同
条
及
び
同
法
第
六
条
の
五
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
同
法
第
四
条
第

一
項
中
「
二
十
年
以
上
二
十
五
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
」
と
あ
る
の
は
「
政
令
で
定
め
る
事
由
に
該
当
し
、
か
つ
」
と
」
を

削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七
条
」
を
「
第
六
条
の
四
の
基
礎
在
職
期
間
及
び
同
法
第
七
条
」
に
、
「
除
算
す
る
」
を
「
そ

れ
ぞ
れ
除
く
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
国
家
公
務
員
法
第
七
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
法
（
昭
和

二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
四
十
三
条
」
と
、
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
官
」
と
、
「
、
同
法
第
八
十
二
条
の

規
定
に
よ
る
停
職
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
由
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
同
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
停
職
」
と
、
「

月
数
（
同
法
」
を
「
月
数
（
国
家
公
務
員
法
」
に
改
め
る
。
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第
二
十
八
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
四

職
員
に
対
す
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
五
条
の
二
の
規
定
（
第
二
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第

六
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
九
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
同
法
第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
以
下
同
じ
。
）
及
び
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年

法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
降
任
」
と
す
る
。

（
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
四
条

防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
任
用
期
間
の
定
め
の
あ
る
隊
員
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
任
期
制
隊
員
」
と
い
う
。
）
が
新
制
度
適
用
任
期
制
隊
員
（
施
行
日
前
に
お
い
て
任
期
制
隊
員
で
あ

っ
て
、
そ
の
者
が
施
行
日
以
後
に
退
職
す
る
こ
と
に
よ
り
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
防
衛
庁
給
与
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と

な
る
者
を
い
う
。
）
と
し
て
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
新
防
衛
庁
給
与
法
第
二
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
六
項
第
二
号

及
び
第
三
号
並
び
に
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
場
合
に
は
、
附
則
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定

の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
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（
最
高
裁
判
所
裁
判
官
退
職
手
当
特
例
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

最
高
裁
判
所
裁
判
官
退
職
手
当
特
例
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
」
を
「
第
二
条
の
三
及
び
第
六
条
の
五
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
、
「
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
」
を
「
規
定
に
よ
り
退
職
手
当
の

基
本
額
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
同
法
」
を
「
退
職
手
当
法
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
同
法
」
を
「
退
職
手
当
法
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
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、
派
遣
の
期
間
は
、
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
現
実
に
職
務
を
と
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
に
は
該
当
し
な

い
も
の
と
み
な
す
。

（
研
究
交
流
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

研
究
交
流
促
進
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
当
該
休
職
に
係
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十

二
号
）
第
七
条
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
」
を
「
研
究
公
務
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八

年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
休
職
に
係
る
期
間

は
、
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
現
実
に
職
務
を
と
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す

」
に
改
め
る
。

（
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
七
条
第
四
項
」
に
、
「
同
項
」
を
「
同
法
第
六
条
の
四

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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２

育
児
休
業
を
し
た
期
間
（
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
が
一
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
に
限
る
。
）
に
つ

い
て
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
月
数
の
二
分
の
一
に
相

当
す
る
月
数
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
月
数
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
月
数
」
と
す
る
。

（
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
七
条
第
四
項
」
に
、
「
同
項
」
を
「
同
法
第
六
条
の
四

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

育
児
休
業
を
し
た
期
間
（
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
が
一
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
に
限
る
。
）
に
つ

い
て
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
月
数
の
二
分
の
一
に
相

当
す
る
月
数
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
月
数
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
月
数
」
と
す
る
。

（
裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
第
七
条
第
四
項
（
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
七
条
第
四
項
（
」
に
、
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
項
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」
に
、
「
第
七
条
第
四
項
に
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
に
」
に
、
「
執
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

２

育
児
休
業
を
し
た
期
間
（
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
が
一
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
に
限
る
。
）
に
つ

い
て
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
月
数
の
二
分
の
一
に
相

当
す
る
月
数
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
月
数
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
月
数
」
と
す
る
。

（
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
庁
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
庁
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
七
条
第
四
項
（
給
与
法
第
二
十
八
条
の
二

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
派
遣
の
期
間
は
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当

法
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
現
実
に
職
務
を
と
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。

（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
二
十
二
条

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

交
流
派
遣
職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
交
流
派
遣
の
期
間
は
、
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
現
実
に
職
務
を
と
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
に
は

該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。

（
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五

年
法
律
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
検
察
官
等
に
関
す
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
六
条
の
四
第
一
項
及

び
第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
の
期
間
は
、
同
法
第
六
条
の
四
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第
一
項
に
規
定
す
る
現
実
に
職
務
を
と
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。

（
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

弁
護
士
職
務
従
事
職
員
又
は
弁
護
士
職
務
従
事
職
員
で
あ
っ
た
者
に
関
す
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
六
条
の
四
第

一
項
及
び
第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
職
務
従
事
期
間
は
、
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定

す
る
現
実
に
職
務
を
と
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。

第
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

弁
護
士
職
務
従
事
職
員
又
は
弁
護
士
職
務
従
事
職
員
で
あ
っ
た
者
が
退
職
し
た
場
合
に
お
け
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当

法
第
六
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
そ
の
弁
護
士
職
務
従
事
期
間
中
、
第
二
条
第
三
項
又
は

第
六
項
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
事
務
官
又
は
法
務
省
に
属
す
る
官
職
に
任
命
さ
れ
た
日
の
前
日
に
お
い
て
従
事
し
て
い
た

職
務
に
従
事
し
て
い
た
も
の
と
み
な
す
。
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（
郵
政
民
営
化
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
第
三
項
の
表
中
「
第
百
四
十
三
条
」
を
「
第
百
四
十
四
条
」
に
改
め
る
。

（
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
四
条
を
第
百
四
十
五
条
と
し
、
第
百
四
十
三
条
を
第
百
四
十
四
条
と
し
、
第
百
四
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
三
条

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
中
「
日
本
郵
政
公
社
」
を
「
郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
百
六
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
解
散
前
の
日
本
郵
政
公
社
」
に
改
め
る
。
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理

由

国
家
公
務
員
制
度
改
革
に
お
け
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当
制
度
の
改
革
の
必
要
性
や
国
家
公
務
員
の
給
与
構
造
の
改
革
の
状

況
等
に
か
ん
が
み
、
職
員
の
在
職
期
間
中
の
公
務
へ
の
貢
献
度
を
よ
り
的
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
中
期
勤
続
者
の
退
職
手
当

の
支
給
率
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
一
定
期
間
の
職
務
の
内
容
に
応
じ
た
調
整
の
仕
組
み
を
創
設
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


